診察 拒否の 巻 

この 温泉 都市で たぶん 前山 別荘が 一 番 大きな 別荘 だ 

ろう。 その 隣に 並木 病院が ある。 この 病院で その 晚重 

大な 会議が ひらかれ ていた。 集る 者、 三 名。 主人の 並 

木 先生 (五十 五 歳) 剣術 使いの 牛 久玄斎 先生 (七十 歳) 

一 刀 彫の 木彫 家で 南画 家の 石 川 狂 六 先生 (五十 歳) い 

ずれ も 先生と よばれる ほどの 三 氏で ある。 

「アナ タがバ 力な こと を 口走る もの だから、 こういう 

ことにな つたので すぞ」 と 並木 先生 は 締め殺し かねな 

い 目 ツキで 狂 六 を 睨みつ けた。 その 怖し い 目 ツキに 狂 



じ やない と 思い こんで るら しい じ やない か」 

「むろん 先生の 御 説に は 賛成です。 彼女 は 稀なる 美女 

です よ。 オヤ ジには モッタ ィな いな。 かつ、 また、 甚 

だしく 色ッ ぼい 女性です ね。 しかも 彼女 は 自己の 多情 

なること を 自覚して いないです」 

女性に 関して はス レツ 力 ラシの 審美 家であった。 彼 

は 老いた る 友人た ち を 裏切る 意志はなかった が、 ただ 

真実 を 伝え る 意味に 於て (つま リ その 真実が 彼のお 気 

に 召して いたせいでも あるが) 妹の マリ 子の みならず、 

当の 花 子 夫人に 向って、 三 先生の 言説 をチク 一 報告に 

及んだ ので ある。 



ちか w J ろ は 鏡 を 見る のが タノ シ ミだ。 ためつ すがめ 

つ 鏡 を 見たくて 仕様がなかった。 どこが どうと いう こ 

ともないが、 どこ を 見ても 満足であった。 自分自身の 

あらゆる 部分が 一 切 合 財、 鏡で 再認識す る ことによ つ 

て、 ただもう 満足で 仕様がない。 しかるに 旅館 開業 ど 

ころ か、 この 邸内から 追んだ される かも 知れない とい 

うから、 玄 斎が 神 蔭 流の 奥 儀に 反して 驚倒した の は 仕 

方がなかった。 ミズ ミズし い 老体 も ムザン に 打ちし お 

れて、 

「実に 狂 六 先生と も 思われぬ 重大なる 失言で したな ァ。 

しかし、 狂 六 先生 は 新時代 を 深く 理解せられ、 また 新 



対座す るの が アナ タ 一 人と いうの は 今日の この 混乱せ 

る 時代 を 背景と し、 また この 変 テコな 雑居 族 を 背景と 

して、 良識 ある 者 は 放置で きないです」 

「変な こと を 云うな い。 シ リメ ッ レツな の は キミ じ や 

なレ 力」 

「ねえ、 ママ サン。 この 人 はね。 パン パン 宿なん かの 

部屋に 落ちた 陰毛 を 拾い あつめて 毛筆 をつ くって るん 

です よ。 それで マ マサンの 居間と 寝室の ゴ ミを 毎日 朝 

晚 ポクに 掃き集めて くれ ッて云 うんです けど …… 」 

「よせよ。 ポク は 旅先の 旅館なん かの、 と 云つ たんだ _ 

パ ンパ ン 宿なん て 云 い やしな いよ。 失礼 じ やない か」 
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